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「第63回定時株主総会招集ご通知」の一部訂正について 
 

 当社「第 63 回定時株主総会招集ご通知」の記載内容の一部に訂正すべき事項がございましたので、

お詫び申し上げますとともに、下記のとおり訂正させていただきます。  

 

記 

 
（１） 訂正箇所 

「第 63 回定時株主総会招集ご通知」24 ページから 27 ページ 

連結計算書類に係る会計監査人の監査報告「独立監査人の監査報告書」 

 

（２） 訂正内容（訂正箇所に下線＿を付しております。） 

重複した記載の削除と、項目名の追加及び字下げを行っております。 

なお、太陽有限責任監査法人から受領した「独立監査人の監査報告書」の内容を訂正するもので

はありません。 

訂正前 訂正後 

その他の記載内容 

 その他の記載内容は、事業報告及びその附属明

細書である。経営者の責任は、その他の記載内容

を作成し開示することにある。また、監査等委員

会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの

整備及び運用における取締役の職務の執行を監視

することにある。 

その他の記載内容 

 その他の記載内容は、事業報告及びその附属明

細書である。経営者の責任は、その他の記載内容

を作成し開示することにある。また、監査等委員

会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの

整備及び運用における取締役の職務の執行を監視

することにある。 

（以下、記載省略） 

その他の記載内容 

 その他の記載内容は、事業報告及びその附属明

細書である。経営者の責任は、その他の記載内容

を作成し開示することにある。また、監査等委員

会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの

整備及び運用における取締役の職務の執行を監視

することにある。 

（以下、記載省略） 

 

監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づい

て、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬に

よる重要な虚偽表示がないかどうかについて合理

的な保証を得て、監査報告書において独立の立場

から連結計算書類に対する意見を表明することに

ある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する

可能性があり、個別に又は集計すると、連結計算

書類の利用者の意思決定に影響を与えると合理的

に見込まれる場合に、重要性があると判断され

る。 

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認め

られる監査の基準に従って、監査の過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐

疑心を保持して以下を実施する。 

（以下、記載省略） 

連結計算書類の監査における監査人の責任 

 監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づ

いて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬

による重要な虚偽表示がないかどうかについて合

理的な保証を得て、監査報告書において独立の立

場から連結計算書類に対する意見を表明すること

にある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生す

る可能性があり、個別に又は集計すると、連結計

算書類の利用者の意思決定に影響を与えると合理

的に見込まれる場合に、重要性があると判断され

る。 

 監査人は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に従って、監査の過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐

疑心を保持して以下を実施する。 

（以下、記載省略） 

 

以 上 


